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１
 都

内
公

立
小

・中
学

校
の

不
登

校
の

現
状

 

•小
・中

学
校

の
不

登
校

児
童

・生
徒

は
10

,0
79

人
（

平
成

26
年

度
）
で

、平
成

25
年

度
か

ら増
加

•１
校

当
た

りの
平

均
不

登
校

者
数

は
、小

学
校

2.
0

人
、中

学
校

11
.9

人
•学

校
復

帰
率

は
小

学
校

33
.3

%
、中

学
校

25
.1

%
で

、年
度

を越
え

て
不

登
校

状
態

に
あ

る
児

童
・生

徒
が

多
い

•支
援

機
関

等
の

相
談

・指
導

を受
け

て
い

な
い

不
登

校
児

童
・生

徒
は

、小
学

校
9.

4%
、中

学
校

15
.6

%

２
 都

立
高

校
の

不
登

校
・中

途
退

学
の

現
状

 

•高
校

の
不

登
校

生
徒

は
3,

53
2

人
、中

途
退

学
者

は
2,

75
4

人
で

、と
も

に
減

少
傾

向
•不

登
校

生
徒

の
割

合
は

定
時

制
高

校
で

高
く、

中
途

退
学

者
の

割
合

は
定

時
制

高
校

と専
門

高
校

で
高

い
•不

登
校

生
徒

の
うち

、３
分

の
１

程
度

が
当

該
年

度
に

中
途

退
学

して
い

る
•中

途
退

学
者

の
約

６
割

は
、何

も
して

い
な

か
った

りア
ル

バ
イト

等
の

非
正

規
雇

用
に

従
事

して
い

る
中

、
ハ

ロー
ワ

ー
ク等

の
支

援
機

関
をあ

まり
利

用
して

い
な

い

Ⅰ
 現

状
と課

題
 

不
登

校
・中

途
退

学
対

策
検

討
委

員
会

報
告

の
概

要
 

１
 都

内
公

立
小

・中
学

校
に

お
け

る
不

登
校

対
策

 

•多
くの

小
・中

学
校

で
は

、校
内

組
織

を設
け

、情
報

共
有

や
ケ

ー
ス

会
議

を実
施

個
別

の
支

援
計

画
は

、対
応

経
過

の
記

録
に

とど
まっ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

く、
 

具
体

的
な

支
援

の
た

め
の

計
画

とし
て

は
不

十
分

 
•外

部
の

支
援

機
関

との
連

絡
・調

整
は

、学
校

の
管

理
職

が
行

う場
合

が
多

い
•ス

クー
ル

カウ
ンセ

ラー
の

全
校

配
置

（
平

成
25

年
度

～
）

ス
クー

ル
カウ

ン
セ

ラー
に

よ
る

、小
学

校
５

学
年

と中
学

校
１

学
年

の
児

童
・生

徒
全

員
との

面
接

を
実

施
し、

課
題

を早
期

に
発

見
（

平
成

26
年

度
～

）
 

•ス
クー

ル
ソー

シ
ャル

ワー
カー

に
よる

支
援

の
順

次
拡

大
ス

クー
ル

ソー
シ

ャル
ワー

カー
の

業
務

に
対

す
る

教
員

の
理

解
は

不
十

分
 

•教
育

支
援

セ
ンタ

ー
（

適
応

指
導

教
室

）
の

設
置

（
都

内
51

区
市

町
76

教
室

）

不
登

校
児

童
・生

徒
の

２
割

程
度

が
通

室
し、

その
うち

学
校

へ
の

復
帰

は
２

割
程

度
 

２
 都

立
高

校
に

お
け

る
不

登
校

・中
途

退
学

対
策

 

•チ
ャレ

ンジ
ス

クー
ル

な
ど、

生
徒

の
多

様
な

ニー
ズ

に
応

え
る

高
校

を設
置

•全
て

の
都

立
高

校
で

「中
退

防
止

改
善

計
画

書
」を

作
成

し、
組

織
的

な
取

組
を

推
進

•各
高

校
で

、キ
ャリ

ア教
育

を推
進

（
企

業
等

と連
携

した
体

験
的

な
教

育
プ

ログ
ラム

等
）

•ス
クー

ル
カウ

ンセ
ラー

の
全

校
配

置
（

平
成

25
年

度
～

）

ス
クー

ル
カウ

ン
セ

ラー
に

よる
、高

校
１

年
生

の
生

徒
全

員
との

面
接

を
実

施
し、

 
課

題
を早

期
に

発
見

（
平

成
26

年
度

～
）

 
•ス

クー
ル

ソー
シ

ャル
ワー

カー
に

よる
支

援
（

平
成

27
年

度
～

）

•若
者

支
援

Ｎ
Ｐ

Ｏ
との

連
携

し、
進

路
未

決
定

者
の

進
路

決
定

を支
援

す
る

モデ
ル

事
業

を実
施

（
平

成
25

～
27

年
度

）

•都
立

高
校

補
欠

募
集

を
年

３
回

行
い

、転
編

入
学

の
機

会
を

確
保

３
 民

間
に

よ
る

支
援

 

•フ
リー

ス
クー

ル
等

民
間

施
設

・団
体

で
は

、居
場

所
や

学
習

・体
験

活
動

の
機

会
を提

供
民

間
施

設
・団

体
を利

用
した

都
内

公
立

学
校

の
児

童
・生

徒
は

17
5

人
。 

この
うち

、小
・中

学
生

で
指

導
要

録
上

出
席

扱
い

を受
け

た
者

は
約

５
割

（
平

成
26

年
度

）
 

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

主
な

取
組

 

不
登

校
・中

途
退

学
対

策
検

討
委

員
会

報
告

の
概

要
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１
 基

本
的

な
考

え
方

３
 具

体
的

な
方

策
の

方
向

性

５
つ

の
仕

組
み

の
構

築

Ⅳ
 今

後
の

方
向

性
 

（
１

）
児

童
・

生
徒

の
将

来
の

社
会

的
な

自
立

を
目

指
す

 

（
２

）
児

童
・

生
徒

を
学

校
や

社
会

と
の

接
点

に
つ

な
ぐ

 

（
３

）
個

々
の

児
童

・
生

徒
と

保
護

者
の

状
況

に
寄

り
添

う
 

（
１

）
個

に
応

じた
計

画
的

な
支

援
の

充
実

 
・児

童
・生

徒
の

置
か

れ
て

い
る環

境
等

を把
握

・分
析

し、
状

態
を見

極
め

る
「ア

セ
スメ

ント
」を

実
施

 
・ア

セ
ス

メン
トに

基
づ

き、
一

人
一

人
の

「支
援

計
画

」を
定

め
て

支
援

 

（
２

）
小

・中
・高

の
連

携
に

よ
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

 
・学

年
や

学
校

種
を越

え
て

、児
童

・生
徒

の
支

援
計

画
や

生
活

・学
習

等
の

情
報

を引
継

ぎ
、支

援
 

・高
校

の
特

色
の

情
報

提
供

や
進

路
指

導
の

充
実

に
より

、生
徒

に
適

した
高

校
選

択
を促

進
 

（
３

）
支

援
ネ

ット
ワ

ー
ク

の
構

築
 

・学
校

と福
祉

・労
働

等
関

係
機

関
に

よ
る

「支
援

ネ
ット

ワー
ク」

の
構

築
 

・教
育

委
員

会
に

、学
校

や
関

係
機

関
と連

携
し、

児
童

・生
徒

を支
援

す
る

「支
援

チ
ー

ム
」を

設
置

 
高

校
に

お
い

て
は

、中
途

退
学

者
等

へ
の

就
労

・再
就

学
に

向
け

た
支

援
も

実
施

 

（
４

）
学

校
に

お
け

る
組

織
的

な
取

組
の

充
実

 
・「

コー
デ

ィネ
ー

ター
役

」の
教

員
の

指
定

に
よ

る
、校

内
の

組
織

体
制

の
整

備
 

（
校

内
で

の
中

心
的

な
役

割
、支

援
チ

ー
ム

や
関

係
機

関
との

連
絡

調
整

）
 

（
５

）
再

チ
ャレ

ン
ジ

の
た

め
の

教
育

機
会

の
拡

充
 

・教
育

支
援

セ
ンタ

ー
（

適
応

指
導

教
室

）
に

お
け

る
支

援
の

充
実

 
（

居
場

所
とし

て
の

機
能

、学
習

意
欲

の
向

上
、基

礎
学

力
の

習
得

等
）

 
・不

登
校

の
小

・中
学

生
を受

け
入

れ
る教

育
課

程
特

例
校

の
取

組
の

推
進

 
・チ

ャレ
ンジ

ス
クー

ル
（

都
立

高
校

）
へ

の
受

入
れ

体
制

の
整

備
 

・都
立

高
校

転
編

入
学

制
度

（
補

欠
募

集
）

の
活

用
に

向
け

た
改

善
 

不
登

校
・中

途
退

学
対

策
検

討
委

員
会

報
告

の
概

要

２
 支

援
方

策
を

構
築

して
い

く上
で

の
視

点

段
階

に
応

じた
支

援
の

実
施

（
１
）

一
人
一
人
の
児
童
・

生
徒
に
応
じ
た
継
続

的
な
支
援
 

（
２
）

学
校
と
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
 

（
３
）

居
場
所
の
確
保
や
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会

の
提
供

 

未
然

防
止

の
取

組
 

・魅
力

あ
る

学
校

・学
級

づ
くり

、生
徒

の
ニ

ー
ズ

に
合

った
高

校
づ

くり
 

・学
力

の
定

着
（

習
熟

度
別

指
導

や
繰

り返
し学

習
等

）
、キ

ャリ
ア教

育
の

推
進

 
・学

校
生

活
へ

の
意

欲
の

向
上

、人
間

関
係

づ
くり

の
推

進
 

・生
活

習
慣

の
確

立
（

遅
刻

防
止

等
生

活
指

導
の

徹
底

）
 

不
登

校
の

早
期

発
見

・早
期

対
応

 
・早

期
発

見
（

変
化

へ
の

気
づ

き）
 

・欠
席

し始
め

の
初

期
対

応
ル

ー
ル

の
設

定
 

・校
内

で
の

組
織

的
対

応
の

推
進

 

中
途

退
学

時
の

対
応

 
・複

数
の

者
で

の
相

談
の

実
施

 
（

支
援

チ
ー

ム
も関

与
）

 
・次

の
進

路
に

結
び

付
く情

報
の

提
供

 

中
途

退
学

者
へ

の
自

立
支

援
 

・支
援

チ
ー

ム
に

よる
、就

労
や

再
就

学
に

 
向

け
た

労
働

等
関

係
機

関
と連

携
した

支
援

 
・ア

ウト
リー

チ
支

援
も実

施
 

早
期

離
職

へ
の

対
応

 
・キ

ャリ
ア教

育
に

よる
早

期
離

職
の

防
止

 
・ハ

ロー
ワー

ク等
就

労
支

援
機

関
と連

携
 

した
、離

職
後

の
再

チ
ャレ

ンジ
の

支
援

 

学
校

復
帰

・自
立

に
向

け
た

支
援

 
・ア

セ
ス

メン
トの

実
施

 
・支

援
計

画
の

作
成

と改
善

 
・福

祉
等

関
係

機
関

と連
携

した
支

援
 

・教
育

支
援

セ
ンタ

ー
（

適
応

指
導

教
室

）
に

お
け

る
 

支
援

 
・困

難
な

ケ
ー

ス
へ

の
対

応
 

（
ひ

き
こも

り状
態

、発
達

障
害

、怠
学

・非
行

傾
向

等
）

 

フリ
ー

ス
ク

ー
ル

等
民

間
施

設
・団

体
との

関
係

の
構

築
 

保
護

者
に

対
す

る
支

援
の

充
実

 

不
登

校
・中

途
退

学
対

策
検

討
委

員
会

報
告

の
概

要
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